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１１月８日はいい歯の日です。髪の毛やツメは切ってもまた伸びますが、永久歯は一度しか生

えてこないので、簡単には取り替えられません。悪くなってから治すのではなく、日頃からのケ

アが大切になります。今回は歯についての雑学をご紹介します。ぜひ読んでみてください。 

 

 

 

 

 むし歯は、いわゆるむし歯菌が糖を食べて酸を作り、歯の成分を溶かすことにより起こります。

また、むし歯予防のためには、フッ素入りの歯磨き剤を使うことがよいとされています。 

ところが、歯みがきの後に何回もうがいをすると、歯みがき剤に含まれるフッ化物が流れて薄

くなってしまうとのこと…。歯みがき後に汚れを吐き出した後の仕上げのうがいは、ごく少量の

水で１回だけにして、しばらく飲食しないことにより、むし歯予防の効果を高めるといわれてい

ます。 

 

 

 

 

 むし歯があっても治療してあれば問題はなく、歯に詰め物があっても大丈夫です。むし歯や不

十分な治療の歯があると、宇宙空間の環境の変化でひどい歯痛が起こる可能性があるそうです。 

 むし歯予防をすることは誰にとっても大切なことですが、将来宇宙飛行士を目指す人は、特に

しっかりケアをして、できるだけむし歯にならないように気をつけましょう！ 

 

 

 

 

 食べ物のおいしさを味わうとき、歯ごたえや歯ざわりという感覚は、歯の根の周りをおおって

いる膜の圧力を感じるセンサーで感じます。食べ物が歯に当たったことを歯の根の膜で感知し、

かむときにかかる力を筋肉のセンサーで知覚します。それらの情報が脳のコンピュータで総合

的に判断されて、歯ごたえを感じると考えられています。では、全部歯がなくなった入れ歯の人

はどうなるのでしょう？入れ歯を支える歯肉のセンサーが働くと考えられていますが、感度が

相当悪くなるようです。やはり食べ物のおいしさは、歯が健康でなければ分かりにくいのです。 

が   ん   ば 

歯みがき後のうがいは１回？ 

むし歯があっても宇宙飛行士になれるの？ 

歯の健康と歯ごたえ 



 

 

 

 今回、「いい歯の日」にちなみ、１１月６日（月）付けで再度「歯科健康診断結果のお知らせ」

を配付します。１学期の歯科健康診断の結果、歯科医院への受診をお勧めしていて、１０月末ま

でに受診結果報告書が提出されていない人が対象です。 

氏名入りの封筒に入ったピンクの用紙が「歯科健康診断結果のお知らせ」です。お手元に届い

ている場合は、ぜひお時間のあるときにかかりつけの歯科医院への受診をお願いいたします。 

なお、すでに受診が済んでいる場合は、その旨ご記入いただき、受診結果報告書を学校まで提

出してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ピンクの用紙で歯科健康
診断結果のお知らせを配付
しました。 
中段の「受診のお勧め」の
欄に〇がついていた場合は，
早めにかかりつけの歯医者
さんで診てもらいましょう。 

〇がついて
いましたか？ 


